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愛
知
統
一
労
組
懇
は
、
こ
の
統
一
労
組
懇
の

地
方
組
織
結
成
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
一
九

七
六
年
四
月
十
日
に
二
〇
組
合
の
参
加
の
も
と

で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

ア
イ
ウ
エ
オ
順)

●
よ
び
か
け
人

氏(

10

)

内
田

基
大(

全
日
自
労
愛
知
県
支
部
委
員
長

小
川

春
水(

名
古
屋
水
道
労
組
委
員
長)

大
塩
順
一
郎(

全
港
湾
名
古
屋
支
部
委
員
長)

鈴
木

正
明(

愛
知
地
方
建
設
労
組
委
員
長)

中
原
東
四
郎(

自
治
労
愛
知
県
本
部
委
員
長)

永
井

清
明(

愛
知
私
教
連
委
員
長)

中
者

輝
治(

愛
知
県
国
公
共
闘
会
議
議
長)

原

哲
郎(

名
古
屋
市
立
高
教
組
委
員
長)

広
田

利
雄(

全
自
運
愛
知
地
方
本
部
委
員
長)

宮
崎

雄
介(

愛
知
県
高
教
組
委
員
長)

愛
知
の
た
た
か
う
仲
間
の
期
待
を
う
け
て
誕

、

、

生
し
た
愛
知
統
一
労
組
懇
は

結
成
と
同
時
に

国
民
の
大
き
な
怒
り
と
な
っ
て
い
た
田
中
首
相

に
よ
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
疑
獄
に
対
し
て
「
金
権
・

戦
犯
・
売
国
政
治
を
打
破
す
る
た
め
労
働
者
の

み
な
さ
ん
に
訴
え
る
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
採
択

活
動
を
ス
タ
ー
ト
に
し
て

「
愛
知
に
お
け
る

、

統
一
戦
線
を
め
ざ
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
「
国

民
春
闘
討
論
集
会
」
な
ど
の
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
七
〇
年
代
は
主
に
学
習
・
交
流
会
な

ど
が
中
心
的
な
活
動
で
し
た
。

全
労
連
と
と
も
に
、
一
九
八
九
年
十
一
月
十

七
日
に
愛
労
連
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
愛
労
連
に
、
愛
知
統
一
労
組
懇
（
愛
知

統
一
戦
線
促
進
労
働
組
合
懇
談
会
）
の
運
動
が

引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愛
知
統
一
労

組
懇
は
十
四
年
間
に
お
よ
ぶ
歴
史
的
役
割
を
終

え
、
発
展
的
に
解
散
し
ま
し
た
。

一
九
七
六
年
四
月
一
〇
日

愛愛愛愛
知
統
一
労

知
統
一
労

知
統
一
労

知
統
一
労
組
懇
を
結

組
懇
を
結

組
懇
を
結

組
懇
を
結
成成成成

統
一
労
組
懇
の
結
成
は
、
一
九
七
四
年
十
二

月
五
日
。
労
働
運
動
の
階
級
的
潮
流
が
、
要
求

実
現
を
め
ざ
す
労
働
組
合
運
動
の
階
級
的
強
化

の
た
め
に
は
、
真
の
労
働
戦
線
の
統
一
と
革
新

統
一
戦
線
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
が
必
要
と
し

て
、
六
九
年
の
「
全
民
主
勢
力
の
統
一
の
た
め

の
三
八
単
産
ア
ピ
ー
ル

、
七
〇
年
の
「
全
民

」

主
勢
力
の
統
一
促
進
労
働
組
合
懇
談
会
」
の
発

足
、
七
二
年
の
「
労
働
戦
線
統
一
に
つ
い
て
の

七
項
目
提
案
」
を
経
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

統
一
労
組
懇
は
、
そ
の
運
営
要
綱
で
明
ら
か

に
し
て
い
る
よ
う
に
「
戦
後
労
働
運
動
の
階
級

的
民
主
的
潮
流
の
伝
統
を
う
け
つ
ぎ
、
革
新
統

一
戦
線
の
結
成
、
情
勢
に
ふ
さ
わ
し
い
問
題
提

起
、
大
衆
的
共
同
行
動
の
提
起
、
全
国
的
な
、

全
産
業
的
な
強
固
な
団
結
を
つ
く
り
あ
げ
る
た

め
に
活
動
す
る
」
と
の
基
本
方
向
の
も
と
に
、

結
成
当
初
か
ら
労
働
者
・
国
民
の
経
済
的
・
政

治
的
要
求
の
実
現
、
労
働
戦
線
の
統
一
と
階
級

的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
確
立
、
革
新
統
一
戦

線
の
結
成
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
き
た
組
織
で

す
。
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労
働
戦
線
の
右
傾
化
が
加

労
働
戦
線
の
右
傾
化
が
加

労
働
戦
線
の
右
傾
化
が
加

労
働
戦
線
の
右
傾
化
が
加
速速速速

統
一
労
組
懇
の

体
制
と
運
動
を
強
化

、

「

」

し
か
し

反
共
・
安
保
容
認
の

社
公
合
意

に
よ
っ
て
、
総
評
が
八
〇
年
代
に
入
る
と
右
転

落
を
し
始
め
ま
し
た
。
総
評
に
追
随
す
る
愛
労

評
も
同
じ
よ
う
に
事
実
上
、
安
保
容
認
・
労
使

協
調
の
路
線
を
強
め
、
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
を
急
速
に
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
統
一
労
組
懇
は

七
九
年
に
「
労
働
戦
線
の
統
一
・
真
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
」
を
め
ぐ
る
全
国
討

論
を
よ
び
か
け
る
と
と
も
に
、
体
制
と
運
動
を

強
化
し
て
き
ま
し
た
。
愛
知
統
一
労
組
懇
も
学

習
・
交
流
中
心
の
活
動
か
ら
、
情
勢
に
ふ
さ
わ

し
い
運
動
と
要
求
実
現
を
め
ざ
す
運
動
体
へ
と

移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
愛
知
に
お
け
る
労
働

運
動
の
民
主
的
発
展
と
要
求
実
現
を
め
ざ
す
運

動
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

労
働
者
・
国
民
の
要
求
実
現
へ

い
つ
も
先
頭
で
奮
闘

統
一
労
組
懇
が
、
そ
の
役
割
を
終
え
る
ま
で

の
、
と
り
く
ん
で
き
た
運
動
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
国
民
春
闘
の
新
し
い
流
れ
を
つ
く
り
だ

す
運
動
を
は
じ
め

「
未
組
織
総
行
動
デ
ー
」

、

の
と
り
く
み
。
全
県
下
を
視
野
に
い
れ
た
、
軍

事
費
を
削
っ
て
く
ら
し
、
福
祉
・
教
育
の
充
実

を
求
め
る
活
動
。
八
四
年
の
「
七
・
二
九
中
央

大
集
会
」
へ
の
四
〇
〇
〇
人
の
代
表
派
遣
を
は

じ
め
、
く
り
か
え
し
お
こ
な
わ
れ
た
中
央
集
会

・
国
会
要
請
行
動
へ
の
代
表
派
遣
で
の
中
心
的

な
役
割
。
依
佐
美
基
地
を
包
囲
し
た
、
ト
マ
ホ

ー
ク
来
る
な
「
人
間
の
く
さ
り

。
大
企
業
の

」

横
暴
を
規
制
し
、
社
会
的
還
元
を
迫
る
た
た
か

い
と
し
て
継
続
し
て
追
求
し
た
「
ト
ヨ
タ
総
行

動

。
革
新
名
古
屋
市
政
の
継
続
発
展
と
市
長

」
選
挙
の
と
り
く
み
。
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」

。

。

反
対
闘
争

大
型
間
接
税
・
消
費
税
反
対
闘
争

老
人
医
療
有
料
化
反
対
の
と
り
く
み
な
ど
平
和

と
民
主
主
義
擁
護
の
た
た
か
い
へ
、
労
働
者
・

県
民
の
権
利
と
く
ら
し
を
守
る
た
た
か
い
へ

と
、
反
動
政
治
が
も
た
ら
す
と
き
ど
き
の
国
民

・
労
働
者
い
じ
め
の
悪
政
に
対
し
て
、
多
く
の

労
働
者
・
国
民
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の
共

同
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
、
積
極
的
な
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

た
た
か
う
運
動
の
伝
統
を

愛
労
連
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

こ
の
よ
う
に
愛
知
統
一
労
組
懇
運
動
を
発
展

さ
せ
、
愛
労
連
に
運
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で

き
た
の
は

「
資
本
か
ら
の
独
立
・
政
党
か
ら

、

の
独
立
・
一
致
す
る
要
求
に
も
と
づ
く
行
動
」

の
三
原
則
を
大
切
に
し
な
が
ら
運
動
を
展
開
し

て
き
た
こ
と
。
安
保
優
先
と
大
企
業
本
位
の
自

民
党
政
治
が
労
働
者
・
国
民
の
く
ら
し
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
大
き
な
矛
盾
を
つ
く
り
だ
し
て
い

る
も
と
で
、
平
和
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
常

に
先
頭
に
た
っ
て
奮
闘
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。


